
Type II 環境ラベル「AT-ECO」対象商品  

＠InfoCanal ® 

モデルと評価                                                  

 

モデル                                                      

●従来手段：防災情報を親局から自営の専用無線を介して拡声子局のスピーカーや戸別

受信機によって市民に伝達する。遠距離の拡声子局は中継局を用いる。 

●＠InfoCanal ®：防災情報を親局や庁舎外のスマホから携帯網を介して拡声子局のス

ピーカーや戸別受信機、スマートフォンによって市民に伝達する。ソフトウェアや制御はク

ラウド上で行う。 

 

 

評価条件                                                    

◆２２基の拡声子局を有する規模の防災情報の提供（１年間） 

◆システム境界 

 ・従来手段： 親局（操作卓、状態監視装置、制御装置、無線装置類）、中継局（屋外受信機

（アナログ）送信機（アナログ）、拡声子局（屋外受信機（アナログ）、スピー

カー、鉄塔）、個別無線機、戸別受信機（アナログ）、人の稼働（設置工事、

メンテナンス、電波調査、無線免許申請）、人の移動（自動車） 

 ・ ＠InfoCanal ® ： ICT 機器（ICT 機器：親局（PC）、拡声子局（屋外受信機（デジタ

ル）、スピーカー、鉄塔）、個別受信機（デジタル）、スマートフォン、NW

（固定網、移動網）、人の稼働（設置工事、メンテナンス）、人の移動（自動

車） 

 

 

 

 

 



 

評価結果                                                    

◆ ＠InfoCanal ®の利用によって設備が軽減され ICT 機器利用、拡声子局構築に伴う

人の移動、人の稼働に伴う CO2 排出量が軽減される算定結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは、従来手段の CO2 排出量を 100％として、割合を表しています。 
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